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問１：国ごとに国分寺を建てることを命じたのはだれですか。 

（       ）天皇 

問２：礎石や基壇などの痕跡がほとんどないのに、どうやって復元イラストを作っ

たのでしょう。 

   建物下の（       ）の跡など、わずかな手掛かりを積み重ねた。 

問３：存在が明らかになっていませんが、復元イラストに入れられた建物は何でし

ょうか。 （         ） 

発展：自分の住んでいる県に国分寺があったかどうか調べてみましょう。 



【活用にあたって】 

 「伊勢国分寺跡」は、鈴鹿市国
こく

分
ぶ

町にあります。現在で

も「国分」の地名が残っています。東京には「国分寺」と

いう市があるなど、各地に「国分」の地名がいくつも残っ

ています。 

1200年以上前の古代の歴史であっても、現代とつながっ

ていることを実感できます。 

歴史は教科書の中だけのものではありません。新聞記事

の内容を通して歴史を現代に通じるもの、身近なものとし

てとらえられるとよいでしょう。 

 

解答例 

問１：聖
しょう

武
む

 

問２：地盤改良 

問３：七重の塔（七重塔） 

発展：国分寺は全国に 60か所以上に建てられました。愛知

県には尾張と三河に、岐阜県には伊賀・伊勢・志摩

に、三重県には美濃と飛騨にありました。静岡県・

滋賀県・福井県・長野県・石川県にもありました。

どこに建てられていたのか、地図で確認できるとよ

いと思います。 
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